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小
稿
は
加
年
５
月
中
国
山
東
省
滕
州
で
開
催
さ
れ
た
第
８
回

墨
子
国
際
研
討
会
に
提
出
し
た
拙
稿
「
規
矩
考
ｌ
墨
家
の

幾
何
学
Ｉ
」
に
大
幅
に
手
を
加
え
、
日
本
語
に
訳
し
た
も

の
で
あ
る
。
原
文
は
中
国
墨
子
網
・
百
家
論
墨
第
二
頁
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
参
考
と
さ
れ
た
い
。

墨
子
・
天
志
上
篇
に
「
我
有
天
志
、
警
若
輪
人
之
有
規
、
匠

人
之
有
矩
。
輪
匠
執
其
規
矩
、
以
度
天
下
之
方
園
」
、
天
志
中
篇

に
「
子
墨
子
之
有
天
志
、
鮮
之
無
以
異
乎
輪
人
之
有
規
、
匠
人

之
有
矩
也
。
今
夫
輪
人
操
其
規
、
将
以
量
度
天
下
之
圖
与
不
圓

也
。
日
、
中
吾
規
者
謂
之
圓
、
不
中
吾
規
謂
之
不
圖
。
是
以
圓
与

不
圓
皆
可
得
而
知
也
。
此
其
故
何
也
。
則
圓
法
明
也
。
匠
人
亦

操
其
矩
、
将
以
量
度
天
下
之
方
与
不
方
也
。
日
、
中
吾
矩
者
謂

之
方
、
不
中
吾
矩
者
謂
之
不
方
。
是
以
方
与
不
方
皆
可
得
而
知

也
。
此
其
故
何
也
。
則
方
法
明
也
」
、
天
志
下
篇
に
「
子
墨
子
置

一
一
別
一
言

規
矩
考
Ｉ
墨
家
の
幾
何
学
Ｉ

立
天
志
、
以
為
儀
法
、
若
輪
人
之
有
規
、
匠
人
之
有
矩
也
。
今
輪

人
以
規
、
匠
人
以
矩
、
以
此
知
方
圖
之
別
芙
」
、
法
儀
篇
に
「
百

工
為
方
以
矩
、
為
圓
以
規
」
と
あ
る
記
述
に
よ
れ
ば
、
墨
家
は

規
と
矩
と
を
用
い
て
正
確
な
円
と
方
と
が
作
図
さ
れ
、
あ
る
い

は
測
定
さ
れ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
。
規
は
す
な
わ
ち
コ
ン

パ
ス
で
あ
り
（
図
１
）
、
規
の
作
図
す
る
曲
線
は
す
な
わ
ち
正
確

な
円
で
あ
る
。
墨
家
の
幾

何

学

に

お

い

て

、

円

は

規

りよ

に

よ

っ

て

前

提

な

し

に

作

会認

図
さ
れ
る
図
形
で
あ
り
、

規
は
墨
家
の
幾
何
学
に
お

漢

規

~

い

て

基

本

と

な

る

二

つ

の

和

工
具
の
う
ち
の
一
つ
な
の

１

で

あ

っ

た

。

図

墨
家
の
幾
何
学
に
お
い

て
基
本
と
な
る
も
う
一
つ
の
工
具
は
矩
で
あ
る
。
矩
は
「
わ
れ

わ
れ
が
常
用
す
る
直
角
三
角
形
あ
る
い
は
Ｔ
定
規
の
類
邑
（
図

２
）
で
あ
っ
て
、
直
角
を
作
図
す
る
あ
る
い
は
測
定
す
る
さ
い

岡

本

光

生
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に
用
い
る
。
言
い
換
え
れ

ば
、
墨
家
に
お
い
て
直
角

は
前
提
な
し
に
矩
に
よ

っ
て
作
図
さ
れ
、
測
定
さ

れ
る
角
度
な
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
一
般
的
に
言
え

ば
、
た
が
い
に
交
わ
る
二

直
線
は
か
な
ら
ず
し
も

直
交
し
な
い
。
二
直
線
は

特
定
の
条
件
の
も
と
で

は
じ
め
て
直
交
す
る
の

で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
直
交

す
る
条
件
が
明
ら
か
に

さ
れ
て
の
ち
、
は
じ
め
て

二
直
線
を
直
交
さ
せ
る

作
図
が
可
能
と
な
る
。
言

い
換
え
れ
ば
、
直
角
は
前

提
な
し
に
作
図
さ
れ
る

角
度
で
は
な
く
、
直
交
条

件
が
明
ら
か
に
さ
れ
て

の
ち
、
は
じ
め
て
作
図
さ

~

が
1

筍子・不筍五寸之矩、尽天下之方 周静経句広三、股脩四、径隅五

図2矩渡辺卓｢墨子｣上58頁(集英社 1974年）より

れ
る
角
度
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
矩
の
作
図
す
る
、
あ
る

い
は
測
定
す
る
〃
直
角
〃
が
直
角
で
あ
る
か
ど
う
か
は
自
明
で

は
な
い
。
し
か
し
、
墨
家
は
矩
の
作
図
す
る
直
角
が
直
角
で
あ

る
こ
と
を
自
明
と
し
、
そ
れ
を
も
と
に
し
て
別
の
角
度
が
直
角

で
あ
る
か
ど
う
か
を
測
定
す
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
国
巨
江
①
丘
＄
ａ
８
＄
１
国
ｓ
計
）
の
幾
何
学
に
お
い
て

は
、
直
線
定
規
と
コ
ン
パ
ス
を
用
い
、
二
等
辺
三
角
形
の
合
同

条
件
を
利
用
し
て
、
直
線
上
の
任
意
の
一
点
か
ら
直
線
外
に
垂

線
を
引
き
、
ま
た
直
線
外
の
任
意
の
一
点
か
ら
直
線
上
に
垂
線

を
引
く
、
言
い
換
え
れ
ば
直
角
を
作
図
す
る
こ
と
は
他
の
前
提

か
ら
導
出
さ
れ
る
べ
き
課
題
な
の
で
あ
る
。

周
知
の
よ
う
に
国
産
四
号
の
の
〃
原
論
〃
は
第
一
巻
に
お
い
て

点
と
線
と
を
定
義
し
、
無
前
提
に
成
立
す
る
公
理
を
設
定
し
、

コ
ン
パ
ス
と
直
線
定
規
を
用
い
て
正
三
角
形
を
、
さ
ら
に
二
等

辺
三
角
形
を
作
図
す
る
。
続
け
て
す
で
に
証
明
さ
れ
た
二
等
辺

三
角
形
の
性
質
を
前
提
と
し
、
さ
ら
に
い
く
つ
か
の
過
程
を
経

て
直
線
上
に
正
方
形
を
作
図
し
、
最
後
に
三
平
方
の
定
理
と
そ

の
逆
命
題
を
証
明
す
る
。
す
な
わ
ち
固
烏
置
号
印
の
幾
何
学
は
、

円
と
直
線
か
ら
出
発
し
、
正
三
角
形
、
二
等
辺
三
角
形
の
作
図

を
経
由
し
、
正
方
形
に
至
り
、
三
平
方
の
定
理
に
い
た
る
幾
何

学
で
あ
り
、
そ
の
過
程
で
垂
線
の
作
図
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
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d

２

る
。
Ｉ
そ
れ
に
た
い
し
、
墨
家
の
幾
何
学
は
円
と
直
角
と
か
ら

出
発
し
、
し
た
が
っ
て
当
然
に
も
正
三
角
形
、
二
等
辺
三
角
形

と
は
か
か
わ
り
な
く
、
た
だ
ち
に
方
に
至
る
幾
何
学
で
あ
る
。

以
下
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
規
と
矩
と
に
か
か
わ
る
墨
家

の
言
説
ｌ
多
く
は
墨
経
の
言
説
で
あ
る
ｌ
を
考
察

し
、
墨
家
の
幾
何
学
の
特
色
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

円
と
規
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
多
く
の
古
代
中
国
の
思
想
家

は
正
確
に
認
識
し
、
「
規
矩
、
方
員
之
至
也
」
（
孟
子
・
離
婁
上
、

筍
子
・
礼
論
）
、
「
規
矩
、
方
円
之
正
」
（
管
子
・
法
法
）
、
「
木
直

中
縄
、
韓
以
為
輪
、
其
曲
中
規
」
（
筍
子
・
勧
学
）
、
「
懸
衡
而
知

平
、
設
規
而
知
円
、
万
全
之
道
」
（
韓
非
子
・
飾
邪
）
と
述
べ
る
。

し
か
し
、
規
の
描
く
図
形
そ
れ
自
身
に
つ
い
て
は
、
か
れ
ら
は

関
心
を
持
た
な
い
。
そ
れ
に
対
し
、
墨
家
は
規
の
描
く
図
形
の

幾
何
学
的
性
質
に
関
心
を
示
し
、
そ
の
観
点
か
ら
規
の
描
く
円

に
定
義
を
下
し
、
ま
た
規
に
よ
っ
て
、
定
義
に
し
た
が
っ
た
図

形
の
作
図
で
き
る
こ
と
を
明
確
に
述
べ
る
．
す
な
わ
ち
、
墨
経

上
の
別
の
経
お
よ
び
説
、
銘
の
経
お
よ
び
説
に
お
い
て
以
下
の

二
規
を
め
ぐ
る
言
説

よ
弓
ノ
に
述
べ
る
の
で
あ
る
。

経
・
説
記
の
本
文
に
つ
い
て
、
〃
園
〃
を
證
戒
哺
「
墨
弁
発
微

〕
（
以
下
「
発
微
」
と
略
す
）
、
高
亨
「
墨
経
校
詮
牲
」
（
以
下
「
校

３詮
」
）
、
は
と
も
に
〃
圓
〃
と
し
、
姜
宝
昌
「
墨
経
訓
釈
Ｉ
」
（
以
下

「
訓
釈
」
と
略
す
）
は
〃
園
〃
は
〃
圓
〃
に
通
ず
る
と
し
て
い
る
。

今
は
「
訓
釈
」
に
従
う
。
〃
支
〃
は
三
者
と
も
に
孫
詰
譲
「
墨
子
間

６

詰
Ｉ
」
（
以
下
「
間
詰
」
）
に
従
っ
て
〃
交
吻
に
改
め
る
。
こ
う
し

た
校
訂
に
よ
っ
て
経
・
説
弘
、
卵
は
以
下
の
よ
う
に
改
め
ら
れ

ア
（
〕
０

545858 54

経
”
中
、
同
長
也
。

説
恥
中
、
心
。
自
是
往
、
相
若
也
。

経
》
圖
、
一
中
、
同
長
也
。

説
叩
圖
、
規
写
支
也

経
亜
中
、
同
長
也
。

説
”
中
、
心
。
自
是
往
、
相
若
也
。

経
恥
圖
、
一
中
、
同
長
也
。
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経
・
説
別
お
よ
び
記
を
解
釈
す
る
に
あ
た
り
、
「
発
微
」
は

経
・
説
別
を
「
同
一
の
円
に
お
い
て
半
径
は
た
が
い
に
等
し
い
」

と
解
釈
し
、
経
路
を
「
同
一
の
円
に
お
い
て
円
周
上
の
任
意
の

一
点
か
ら
中
心
を
経
て
他
の
円
周
上
の
一
点
に
至
る
直
線
は
た

が
い
に
等
し
い
」
、
言
い
換
え
れ
ば
、
同
一
の
円
に
お
い
て
直
径

は
た
が
い
に
等
し
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
、
と
解
釈
す
る
。
「
発

微
」
に
よ
れ
ば
、
経
・
説
別
は
半
径
の
等
し
さ
に
言
及
し
、
経

鎚
は
直
径
の
相
等
し
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
と
す
る
。
し
か
し

「
校
詮
」
お
よ
び
「
訓
釈
」
は
別
、
弱
と
も
に
同
一
の
円
に
お
い

て
は
、
中
心
か
ら
円
周
上
の
任
意
の
一
点
ま
で
の
距
離
は
す
べ

て
等
し
い
、
す
な
わ
ち
同
一
の
円
に
あ
っ
て
半
径
は
す
べ
て
等

し
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
と
す
る
。
さ
ら
に
別
条
と
兇
条
と
の

関
連
に
つ
い
て
「
訓
釈
」
は
、
経
・
説
別
は
円
の
定
義
を
下
し
、

経
・
説
認
は
、
規
を
用
い
て
作
図
す
べ
く
、
規
の
一
方
の
脚
を

中
心
と
し
、
他
の
一
脚
で
任
意
の
一
点
か
ら
作
図
し
始
め
る
、

こ
の
と
き
、
曲
線
は
一
周
し
て
、
始
点
に
戻
る
こ
と
を
い
う
、

す
な
わ
ち
「
規
写
交
也
」
と
す
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
経
・
説
副
、
躯
に
お
い
て
は
、
三
者
と
も

に
、
同
一
の
円
で
は
、
半
径
ま
た
は
直
径
が
等
し
い
こ
と
を
述

説
”
園
、
規
写
交
也

矩
に
つ
い
て
墨
家
は
「
匠
人
亦
操
其
矩
、
将
以
是
度
天
下
之

方
与
不
方
」
（
天
志
中
）
、
．
あ
る
い
は
「
百
工
爲
方
以
矩
」
（
法
儀
）

と
し
、
矩
と
方
と
の
関
係
を
明
確
に
述
べ
て
い
る
。
規
と
円
と

の
関
係
を
認
識
し
て
い
た
多
く
の
古
代
中
国
の
思
想
家
は
、
ま

た
方
と
矩
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
明
確
に
認
識
し
て
い
た
Ｑ
す

で
に
引
用
し
た
よ
う
に
「
規
矩
、
方
員
之
至
也
」
（
孟
子
・
離
婁

上
、
筍
子
・
礼
論
）
、
「
規
矩
、
方
円
之
正
」
（
管
子
・
法
法
）
と

述
べ
て
い
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
も
ま
た
か

れ
ら
は
矩
の
作
図
し
た
方
自
体
に
は
関
心
を
示
さ
ず
、
一
方
墨

べ
て
い
る
と
し
て
、
解
釈
の
方
向
を
同
じ
く
す
る
が
、
こ
こ
で

は
、
「
訓
釈
」
の
解
釈
に
従
う
こ
と
と
し
た
い
。

な
お
「
発
微
」
は
、
こ
う
し
た
円
の
定
義
と
国
民
一
①
匙
閉
の
「
円

と
は
一
つ
の
線
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
る
平
面
図
形
で
、
そ
の
線
に

た
い
し
て
図
形
の
内
部
に
置
か
れ
た
一
点
か
ら
落
ち
る
直
線
が

た
が
い
に
等
し
い
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
円
の
定
義
の
共
通
性

に
注
目
し
て
お
り
、
中
国
数
学
史
研
究
者
も
ま
た
同
様
の
注
目

を
し
て
い
る
ｏ
両
Ｕ

三
矩
を
め
ぐ
る
言
説
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家
は
方
の
幾
何
学
的
性
質
に
関
心
を
示
す
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
矩
を
用
い
て
方
を
作
図
す
る
と
き
、
二
つ
の
問

題
が
生
ず
る
。
第
一
の
問
題
は
、
矩
の
作
図
す
る
方
が
正
方
形

で
あ
る
か
、
長
方
形
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
、
第
二
の
問
題
は

方
の
四
隅
の
直
角
の
作
図
と
そ
の
根
拠
の
問
題
、
す
な
わ
ち
矩

の
直
角
そ
れ
自
体
を
ど
の
よ
う
に
作
図
す
る
の
か
と
い
う
問

題
、
ｌ
い
う
ま
で
も
な
く
後
者
の
問
題
が
よ
り
重
要
で
あ

う
（
や
Ｏこ

こ
に
お
い
て
わ
れ
わ
れ
は
以
上
二
つ
の
問
題
を
考
察
し
て

い
き
た
い
。

墨
経
上
鴎
経
・
説
は
「
経
知
圓
、
一
中
、
同
長
也
。
説
恥
圖
、

規
写
交
也
。
」
と
し
、
円
の
定
義
を
下
し
、
規
を
用
い
て
円
を
作

図
す
る
方
法
を
説
明
し
て
い
る
が
、
続
く
的
経
・
説
は

と
す
る
。
〃
支
〃
は
三
者
と
も
に
「
間
詰
」
に
従
っ
て
〃
交
〃
に
改

め
る
。
〃
見
〃
、
「
発
微
」
は
改
め
て
「
兒
」
、
「
画
」
の
意
だ
と
す
る
。

「
校
詮
」
は
「
間
詰
」
に
し
た
が
い
「
写
」
と
す
る
。
「
訓
釈
」
は
〃
見
″

は
「
見
て
こ
れ
を
得
る
」
で
あ
り
「
〃
写
″
と
も
通
じ
る
」
と
し
て

説経

方方
、 、

矩柱
見隅
支四
也謹
･也

○

い
る
。
方
孝
博
は
「
規
は
・
・
・
す
な
わ
ち
円
を
描
く
工
具
で

あ
る
。
〃
写
″
は
す
な
わ
ち
〃
画
〃
の
意
味
で
あ
る
。
〃
矩
″
は
：
・

そ
れ
を
用
い
て
直
接
に
方
を
描
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し

方
を
作
図
し
た
さ
い
、
そ
の
図
形
が
方
で
あ
る
か
い
な
か
を
調

べ
る
た
め
に
は
必
須
の
工
具
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
用
い
て
計
測

す
る
の
で
あ
る
。
〃
写
〃
と
〃
見
〃
と
の
一
字
が
異
な
る
こ
と
に

よ
っ
て
非
常
に
明
確
に
〃
規
〃
と
〃
矩
〃
と
の
工
具
と
し
て
の
性

質
と
作
用
の
相
違
が
あ
ら
わ
に
な
る
。
幾
何
学
の
観
点
か
ら
み

れ
ば
、
規
と
矩
と
の
間
に
は
そ
の
性
質
と
作
用
に
お
い
て
た
し

８

か
に
根
本
的
な
差
異
が
あ
る
の
で
あ
る
】
と
述
べ
て
い
る
。

結
局
説
銘
「
方
、
矩
見
支
也
」
は
、
説
弘
「
園
、
規
写
交
也
」
と

対
比
し
て
解
釈
す
れ
ば
、
矩
に
よ
っ
て
方
を
作
図
す
る
と
き
、

作
図
の
始
点
に
終
点
が
戻
っ
て
く
る
、
言
い
換
え
れ
ば
方
は
閉

じ
ら
れ
た
図
形
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
〃
方
〃
は
正
方
形
で
あ
ろ
う
か
、
長
方
形
で
あ
ろ

う
か
、
こ
の
問
題
は
〃
誰
″
の
解
釈
と
関
連
す
る
。
「
発
微
」
は

墨
子
・
大
取
篇
に
「
權
、
正
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
誰
は
正

な
り
」
と
解
釈
す
る
。
す
な
わ
ち
「
発
微
」
は
〃
方
〃
を
四
つ
の

辺
が
そ
れ
ぞ
れ
直
線
で
あ
り
、
四
つ
の
角
が
そ
れ
ぞ
れ
直
角
で

あ
る
〃
方
〃
で
あ
る
と
し
、
「
こ
れ
は
幾
何
学
の
正
方
形
あ
る
い

は
長
方
形
の
理
を
論
じ
て
い
る
」
と
す
る
。
「
訓
釈
」
も
ま
た
こ

~

｣
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の
〃
方
″
を
正
方
形
あ
る
い
は
長
方
形
と
解
釈
す
る
。

「
校
詮
」
は
「
誰
は
權
、
權
は
等
。
權
衡
の
權
で
あ
る
」
と
し
、

「
方
、
柱
隅
四
謹
也
」
は
「
方
の
形
は
四
つ
の
辺
が
相
等
し
く
、

四
つ
の
隅
角
が
相
等
し
い
」
を
意
味
す
る
と
す
る
。
「
校
詮
」
の

解
釈
に
よ
れ
ば
〃
方
診
は
す
な
わ
ち
正
方
形
で
あ
る
。

古
代
中
国
の
思
想
家
は
、
し
ば
し
ば
「
規
矩
、
方
員
之
至
」
、

「
規
矩
者
方
円
之
正
」
と
述
べ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
規
の
描
く
図

形
が
「
員
之
至
」
で
あ
り
、
「
円
之
正
」
で
あ
り
、
矩
の
作
図
す

る
図
形
が
「
方
之
至
」
で
あ
り
、
「
方
之
正
」
で
あ
る
こ
と
に
ほ

か
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
〃
方
″
は
正
方
形
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

な
ぜ
な
ら
辺
の
長
さ
の
異
な
る
長
方
形
は
当
然
に
も
「
方
之
至
」

で
も
な
け
れ
ば
、
「
方
之
正
」
で
も
な
く
、
「
完
全
な
方
形
」
と
は

言
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

筍
子
・
不
筍
篇
は
「
故
操
弥
約
、
事
弥
大
、
五
寸
之
矩
、
尽
天

下
之
方
。
故
君
子
不
下
室
堂
而
海
内
之
情
畢
積
此
者
、
則
操
術

然
也
」
と
す
る
。
五
寸
の
矩
が
作
図
し
、
あ
る
い
は
測
定
す
る

″
方
〃
は
〃
天
下
之
方
″
の
典
型
で
あ
り
、
天
下
の
す
べ
て
の
方

の
情
報
が
こ
の
五
寸
の
矩
の
作
図
す
る
方
の
内
に
凝
縮
さ
れ
て

い
る
、
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
の
五
寸
の
矩
の
作
図
す
る
方
を
探

求
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
天
下
の
方
の
性
質
を
す
べ
て
知
り
尽
く

す
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
こ
の
一
文
は
、
天
下
の
す
べ
て
の
方
は
、
五
寸
の

矩
の
描
く
方
と
相
似
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
五
寸
の
矩
は
天
下
の

方
を
す
べ
て
尽
く
す
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
状
況
は
あ
た
か

も
君
子
が
室
堂
を
下
ら
ず
、
実
地
を
検
分
せ
ず
し
て
海
内
の
情

を
す
べ
て
知
り
得
る
の
と
同
様
な
の
で
あ
る
、
と
解
釈
で
き

る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
天
下
の
方
は
す
べ
て
相
似
形
で
あ
る
と

筍
子
は
こ
こ
で
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
は
、
五
寸
の

矩
に
よ
っ
て
作
図
さ
れ
、
測
定
さ
れ
る
方
形
は
正
方
形
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。

呂
氏
春
秋
・
別
類
は
「
小
方
、
大
方
之
類
也
」
と
い
う
。
す
な

わ
ち
大
小
の
差
異
に
も
か
わ
ら
ず
す
べ
て
の
〃
方
〃
は
同
類
だ

と
い
う
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
「
小
方
」
も
「
大
方
」
も
と

も
に
相
似
形
で
あ
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
か

ら
し
て
こ
の
〃
方
″
は
正
方
形
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。
，

以
上
の
考
察
も
ま
た
、
墨
経
の
〃
方
〃
が
「
四
辺
相
等
、
四
角

相
等
」
の
正
方
形
で
あ
る
と
い
う
「
校
詮
」
の
解
釈
を
補
強
す
る

こ
と
と
な
ろ
う
。

こ
こ
に
お
い
て
、
さ
ら
に
一
つ
の
問
題
が
生
ず
る
。
す
な
わ

ち
墨
経
は
ど
の
よ
う
に
し
て
直
角
を
作
図
す
る
の
か
、
と
い
う

問
題
で
あ
る
。

国
鳥
席
画
舟
の
幾
何
学
に
お
い
て
、
直
角
は
直
線
定
規
と
．

呪
令
斗
“
〃
た
。
。
：
狼
臨
ぽ
い
齢



(60)ワ
~0

ン
パ
ス
を
用
い
て
作
図
さ
れ
る
が
へ
墨
家
の
直
角
は
「
衡
以
水
、

正
以
懸
」
（
法
儀
）
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
容
器
に
水
を
満
た
し
、
水
平
面
を
作
り
へ
そ
こ
に
重
り
を
垂

ら
し
て
鉛
直
線
を
求
め
、
水
平
面
と
鉛
直
線
の
成
す
角
度
が
直

角
な
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
墨
家
の
直
角
は
数
学
的
方

法
に
よ
っ
て
作
図
さ
れ
る
の
で
は
な
く
し
て
、
物
理
的
方
法
に

よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
墨
家
の
直
角
は
数
学
的
概
念

で
は
な
く
、
物
理
的
概
念
、
世
界
の
事
実
に
根
拠
を
置
く
概
念

な
の
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
こ
の
方
法
で
は
斜
面
あ
る
い

は
斜
線
に
た
い
し
て
垂
線
は
引
け
な
い
。
水
平
面
あ
る
い
は
水

平
線
に
た
い
し
て
も
下
か
ら
上
向
き
に
垂
線
を
引
け
な
い
。
水

平
面
あ
る
い
は
水
平
線
上
の
あ
る
一
点
か
ら
は
垂
線
を
引
け
な

い
。
実
際
に
は
こ
の
方
法
で
直
角
を
定
め
、
そ
れ
を
回
転
さ
せ

れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
が
、
厳
密
に
言
え
ば
、
水
平
面
あ
る
い

は
水
平
線
に
そ
の
外
、
し
か
も
上
方
に
あ
る
一
点
か
ら
垂
線
を

引
く
と
き
に
の
が
こ
の
方
法
は
有
効
で
あ
る
（
図
３
の
ｌ
か

ら
４

水

~
Ｆ
Ｌ

↓

図3の1

●

、
図3の2

規
と
矩
と
の
作
図
す
る
図
形
へ
の
墨
経
の
関
心
は
円
と
正
方

形
へ
の
幾
何
学
的
関
心
へ
と
向
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
他
の

中
国
古
代
の
思
想
家
の
関
心
は
、
規
矩
の
標
準
を
設
定
す
る
と

い
う
作
用
へ
向
か
っ
た
。
た
と
え
ば
孟
子
は
「
離
婁
之
明
、
公

輸
子
之
巧
、
不
以
規
矩
、
不
能
成
方
員
、
・
・
・
堯
舜
之
道
、
不

以
仁
政
、
不
能
治
天
下
」
（
離
婁
下
）
と
述
べ
、
筍
子
は
「
規
矩

誠
設
突
、
則
不
可
欺
以
方
円
。
君
子
申
於
礼
、
則
不
可
欺
以
詐

偽
。
・
・
・
規
矩
者
方
円
之
至
、
礼
者
人
道
之
極
也
」
（
礼
論
）

と
述
べ
、
韓
非
子
は
「
巧
匠
目
意
中
縄
、
然
先
以
規
矩
為
度
、
上

智
捷
挙
中
事
、
必
以
先
王
之
法
為
比
」
（
有
度
）
、
ま
た
「
夫
懸
衡

而
治
平
、
設
規
而
知
円
、
万
全
之
道
也
」
（
飾
邪
）
、
ま
た
「
釈
規

水面

1 作図不可能

図3の3

面

不可能

図3の4

、
ｌ
凸
４
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こ
こ
に
お
い
て
「
両
有
端
」
と
は
二
つ
の
端
の
あ
る
こ
と
、

つ
ま
り
こ
こ
で
の
テ
ー
マ
は
線
分
の
長
さ
で
あ
る
こ
と
が
明

示
さ
れ
て
い
る
。
無
限
の
長
さ
を
持
つ
直
線
、
ま
た
は
半
直
線

而
任
巧
、
釈
法
而
任
智
、
惑
乱
之
道
也
」
（
飾
邪
）
、
ま
た
「
釈
法

術
而
心
治
、
堯
不
能
正
一
国
。
去
規
矩
而
妄
意
度
、
笑
仲
不
能

一
輪
。
廃
尺
寸
而
差
短
長
、
王
爾
不
能
半
中
。
使
中
主
守
法
術
、

拙
匠
守
規
矩
尺
寸
、
則
万
不
失
」
（
用
人
）
と
述
べ
る
。

韓
非
子
に
あ
っ
て
は
、
規
矩
尺
寸
は
法
と
同
じ
く
、
一
つ
の

客
観
的
基
準
で
あ
る
。
「
正
一
国
」
こ
と
と
関
連
し
て
言
及
さ
れ

る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
韓
非
子
の
関
心
は
規
矩
尺
寸
の
性
質
と

そ
れ
が
作
図
す
る
図
形
の
幾
何
学
的
性
質
に
は
な
く
、
そ
の
標

０

準
を
設
定
す
る
性
質
に
あ
る
。
ｕ

と
こ
ろ
で
、
韓
非
子
は
「
廃
尺
寸
而
差
短
長
、
王
爾
不
能
半

中
」
、
す
な
わ
ち
尺
寸
な
し
に
は
線
分
の
長
さ
を
測
る
こ
と
は

で
き
な
い
と
す
る
が
、
墨
経
は
尺
寸
な
し
に
二
本
の
線
分
の
長

短
を
比
べ
る
方
法
に
つ
い
て
述
べ
る
。

す
な
わ
ち
墨
経
上
鎚
は
以
下
の
よ
う
に
い
う
。

説
函
比
、
両
有
端
而
后
可
。

経
”
比
、
以
有
相
櫻
、
有
不
相
櫻
。

小
稿
は
円
を
作
図
す
る
規
と
方
を
作
図
す
る
矩
に
か
か
わ
る

墨
家
の
言
説
、
と
く
に
墨
経
に
み
え
る
幾
何
学
関
心
に
基
づ
く

言
説
を
中
心
に
分
析
し
て
き
た
。
こ
こ
に
お
い
て
墨
家
の
幾
何

学
が
円
と
直
角
を
前
提
と
し
て
出
発
し
て
い
る
幾
何
学
で
あ
る

に
つ
い
て
長
さ
を
論
ず
る
こ
と
、
あ
る
い
は
比
較
す
る
こ
と
は

無
意
味
で
あ
る
。
二
本
の
線
分
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
を
重

ね
合
わ
せ
た
と
き
、
「
以
有
相
櫻
、
有
不
相
櫻
」
、
共
通
し
て
重

な
り
合
う
部
分
と
共
通
せ
ず
重
な
り
合
わ
な
い
部
分
と
が
生

ず
る
。
こ
う
し
て
二
本
の
線
分
の
長
短
が
比
較
で
き
る
の
で
あ

ブ
（
》
○こ

こ
で
の
墨
経
の
関
心
は
線
分
の
具
体
的
な
長
さ
に
は
な

い
。
具
体
的
な
長
さ
を
離
れ
て
よ
り
一
般
的
な
長
短
の
比
較
に

関
心
が
あ
る
。
尺
寸
を
離
れ
て
長
短
を
問
題
に
す
る
、
つ
ま
り

実
用
的
な
計
測
の
場
か
ら
離
れ
て
幾
何
学
的
な
問
題
へ
と
関
心

が
移
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
墨

家
の
関
心
が
他
の
思
想
家
の
そ
れ
と
は
は
っ
き
り
異
な
っ
て
い

る
こ
と
を
理
解
す
る
の
で
あ
る
。

四
結
語

●
■
Ｆ
と
■
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こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
墨
家
が
直
角
の
作
図

を
「
衡
以
水
、
正
以
懸
」
（
法
儀
）
と
し
て
、
水
面
の
作
る
水
平
面

と
重
り
を
付
け
た
糸
が
作
る
鉛
直
線
と
の
な
す
角
度
に
求
め
た

こ
と
は
注
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
の

こ
と
に
よ
っ
て
墨
家
の
幾
何
学
が
、
純
粋
に
数
学
的
な
も
の
で

は
な
く
、
む
し
ろ
自
然
的
事
実
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
る
の
で
あ
る
。

当
然
に
も
、
円
と
二
等
辺
三
角
形
か
ら
出
発
す
る
古
代
ギ
リ

シ
ア
の
固
匡
江
①
己
①
印
の
幾
何
学
か
ら
み
託
ぱ
、
円
と
直
角
か
ら

出
発
す
る
幾
何
学
は
不
完
全
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
墨
家
に
と
っ

て
不
幸
な
こ
と
は
、
彼
ら
の
幾
何
学
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
ラ

イ
ヴ
ァ
ル
の
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

か
れ
ら
を
の
ぞ
い
て
円
と
方
と
の
幾
何
学
的
性
質
に
関
心
を

有
す
る
思
想
家
、
思
想
集
団
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
墨
家
の
幾

何
学
の
問
題
点
を
指
摘
し
、
討
論
し
、
と
も
に
数
学
の
道
を
歩

み
出
す
存
在
は
い
な
か
っ
た
。
他
の
思
想
家
た
ち
は
規
矩
の
作

図
す
る
円
や
直
角
か
ら
標
準
、
基
準
の
思
想
の
ヒ
ン
ト
を
得
る

が
、
し
か
し
図
形
の
幾
何
学
的
性
質
に
は
関
心
を
有
さ
な
か
っ

た
。
墨
経
の
作
者
た
ち
は
孤
立
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
も

墨
家
自
身
「
我
有
天
志
、
警
若
輪
人
之
有
規
、
匠
人
之
有
矩
。
輪

匠
執
其
規
矩
、
以
度
天
下
之
方
園
」
（
天
志
上
）
と
し
て
規
矩
を

語
る
が
、
「
故
百
工
従
事
、
皆
有
法
所
度
。
今
大
者
治
天
下
、
其

次
治
大
国
、
而
無
法
所
度
、
此
不
若
百
工
弁
也
。
然
則
笑
以
為

治
法
而
可
。
・
・
・
日
、
莫
若
法
天
」
（
法
儀
）
あ
る
い
は
「
我
有

天
志
、
警
若
輪
人
之
有
規
、
匠
人
之
有
矩
。
輪
匠
執
其
規
矩
、
以

度
天
下
之
方
圖
」
（
天
志
上
）
と
あ
る
よ
う
に
、
し
か
し
そ
の
語

り
は
あ
く
ま
で
政
治
に
つ
い
て
語
る
際
の
比
職
と
し
て
の
役
割

以
上
の
も
の
で
は
な
い
。
墨
家
の
主
流
も
ま
た
幾
何
学
的
関
心

か
ら
規
矩
を
語
る
こ
と
に
関
心
を
示
さ
な
い
の
で
あ
る
。
墨
経

の
作
者
た
ち
は
墨
家
の
内
部
で
も
孤
立
し
た
の
で
あ
る
。

墨
家
の
幾
何
学
は
完
壁
な
も
の
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
し

か
し
古
代
中
国
の
偉
大
な
る
文
化
的
成
就
で
あ
る
こ
と
は
確
か

で
あ
る
。

さ
ら
に
も
う
一
つ
問
題
が
あ
る
。
墨
経
以
後
、
古
代
中
国
の

幾
何
学
は
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

矩
か
ら
は
容
易
に
直
角
三
角
形
を
作
図
で
き
る
。
中
国
古

代
の
数
学
者
た
ち
は
そ
こ
か
ら
三
平
方
の
定
理
を
認
識
し
た
。

「
九
章
算
術
」
（
前
漢
末
期
か
ら
後
漢
初
期
の
成
立
だ
と
考
え
ら

れ
て
い
る
数
学
書
）
に
は
三
平
方
の
定
理
に
か
か
わ
る
多
く
の

問
題
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
二
等
辺
三
角
形
を
作
図
す
る
こ

と
は
依
然
と
し
て
「
規
と
矩
」
の
幾
何
学
の
弱
点
で
あ
っ
た
。

ほ
ん
ら
い
、
矩
だ
け
を
、
ま
た
は
規
だ
け
を
用
い
て
正
三
角

〃
町
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注
釈

形
ま
た
二
等
辺
三
角
形
を
作
図
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

規
と
矩
と
を
用
い
て
は
じ
め
て
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の

と
き
、
矩
の
直
角
を
作
図
し
、
測
定
す
る
は
た
ら
き
は
不
要
で

あ
る
。
た
だ
縄
墨
、
す
な
わ
ち
直
線
定
規
を
用
い
れ
ば
可
能
な

の
で
あ
る
。
矩
は
放
棄
し
て
も
問
題
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

墨
家
は
つ
い
に
矩
を
捨
て
ず
、
縄
墨
を
用
い
る
こ
と
は
し
な
か

っ
た
。
墨
家
の
直
角
が
自
然
に
根
拠
を
置
く
直
角
で
あ
る
か
ぎ

り
、
矩
を
捨
て
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
’
墨
家

は
円
と
直
線
か
ら
出
発
し
、
正
三
角
形
、
二
等
辺
三
角
形
を
経

て
正
方
形
を
経
由
し
、
三
平
方
の
定
理
に
帰
着
す
る
幾
何
学
の

道
は
選
択
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

②
固
量
①
匙
①
の
「
原
論
」
（
斎
藤
憲
・
三
浦
伸
夫
訳
剛
年

の
方
孝
博
「
墨
経
中
的
数
学
和
物
理
学
」
柳
頁
（
朏
年
中

国
社
会
科
学
出
版
社
「
墨
子
大
全
」
弱
所
収
。
剛
年

国
社
会
科
学
出
版
社

東
京
大
学
出
版
会
）
。

な
お
、
三
浦
伸
夫
の
解
説
に
依
れ
ば
、
両
匡
江
①
匙
①
の
は
個

北
京
図
書
館
出
版
社
）

⑧
方
孝
博
前
掲
書
棚
頁

例
銭
宝
珠
編
「
中
国
数
学
史
」
四
頁
（
川
原
秀
成
訳
卿
年

み
す
ず
書
房
）

⑥
孫
詰
讓
「
墨
子
間
詰
」
（
「
新
編
諸
子
集
成
」
所
収
棚
年

中
華
書
局
）

側
高
亨
「
墨
経
校
詮
」
（
脳
年
太
平
書
局
香
港
）

⑤
姜
宝
昌
「
墨
経
釈
義
」
（
卿
年
斉
魯
書
社
「
墨
子
大
全
」

測
所
収
。
柵
年
北
京
図
書
館
出
版
社
）

③
證
戒
甫
「
墨
弁
発
微
」
（
鮒
年
中
華
書
局
北
京
）

人
名
で
は
な
く
数
学
者
集
団
の
名
で
は
な
い
か
と
い
う

説
も
あ
る
ｌ
こ
の
説
は
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
に

は
至
っ
て
い
な
い
ｌ
と
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、

墨
経
が
個
人
の
手
に
な
る
の
で
は
な
く
、
集
団
の
手
に

な
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
る
わ
れ
わ
れ
か
ら
す
れ
ば
興

味
深
い
説
で
は
あ
る
。
前
掲
書
皿
〜
塑
頁
。
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側
墨
経
下
“
は
以
下
の
よ
う
に
い
う
。

経
恥
一
法
者
之
相
与
也
尽
類
。
若
方
之
相
合
也
。
説

在

方

。

説
小
一
・
方
尽
類
、
倶
有
法
而
異
、
或
木
或
石
。
不

害
其
方
之
相
合
也
。
尽
類
猶
方
也
。
物
倶
然
。

こ
こ
で
の
経
が
「
若
方
之
相
合
也
」
、
ま
た
説
が
「
方
尽

類
」
と
し
て
「
任
意
の
方
は
他
の
す
べ
て
の
方
と
相
似
で

あ
る
」
こ
と
を
述
べ
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
が
、
説
で

の
関
心
は
「
或
木
或
石
。
不
害
其
方
之
相
合
也
」
と
述
べ
、

幾
何
学
的
関
心
か
ら
は
離
れ
、
言
い
換
え
れ
ば
図
形
と

し
て
の
〃
方
〃
で
は
な
く
、
「
或
木
或
石
」
と
し
て
実
際
の

測
定
基
準
器
具
と
し
て
の
〃
方
〃
の
材
質
に
向
か
う
。
図

形
と
し
て
の
〃
方
〃
よ
り
も
器
具
の
材
質
の
差
異
に
関
心

を
向
け
る
論
者
が
お
り
、
そ
れ
に
反
駁
す
る
必
要
が
生

じ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

⑩
規
矩
に
標
準
を
求
め
る
発
想
と
法
家
思
想
と
の
関
連
に

つ
い
て
は
田
中
耕
太
郎
「
法
家
の
法
実
証
主
義
」
（
棚
年

福
村
書
店
東
京
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
道
具
を
扱

う
手
工
業
者
の
発
想
と
古
代
中
国
思
想
と
の
関
連
に
つ

⑪
北
宋
の
建
築
技
術
書
「
営
造
方
式
」
（
李
明
仲
）
は
直
角
の

計
測
に
つ
い
て
「
墨
子
」
法
儀
篇
の
「
衡
以
水
、
正
以
懸
」

を
引
用
す
る
ｂ
宋
代
に
お
い
て
も
直
角
は
自
然
的
事
実

の
根
拠
を
置
い
て
計
測
さ
れ
、
作
図
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

い
て
は
石
母
田
正
「
古
代
社
会
と
手
工
業
の
成
立
ｌ

ｌ
と
く
に
観
念
形
態
と
の
関
連
に
お
い
て
ｌ
」
を

参
照
さ
れ
た
い
・
同
氏
著
作
集
第
２
巻
所
収
朏
年

岩
波
書
店
東
京
）

~


